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一
、
は
じ
め
に

　

金
子
白
夢
牧
師
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
）
1
（

〇
）
は
、
本
名
・
卯
吉
で
あ
り
、

あ
る
日
、
真
っ
白
な
夢
を
見
た
こ
と
か
ら
、「
白
夢
」
と
名
乗
っ
た
。
千
葉

県
出
身
で
、
長
じ
て
大
）
2
（

学
を
卒
業
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
牧
師
と
し
て

福
井
教
会
に
赴
任
し
、
そ
の
後
、
一
九
一
二
〜
一
九
四
一
年
ま
で
「
愛
知

教
）
3
（

会
」
に
務
め
た
。

　

筆
者
が
金
子
師
を
研
究
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
、
同
師
の
見
解
が
、
曹
洞

宗
学
勃
興
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
曹
洞
宗
で
「
宗
学
」

の
語
を
初
め
て
用
い
た
と
さ
れ
る
衛
藤
即
応
博
）
4
（

士
（
一
八
八
八
〜
一
九
五

八
）
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　

大
正
の
頃
、
金
子
白
夢
氏
が
、「
体
験
の
宗
教
」
を
書
き
、
道
元
禅
師

を
絶
賛
し
た
。
私
は
こ
の
説
に
激
励
さ
れ
て
希
望
と
光
明
と
を
望
ん
で

『
眼
蔵
』
に
参
ず
る
こ
と
三
十
余
年
の
今
日
、
私
の
感
想
も
尚
そ
れ
以

上
に
出
な
い
。
氏
が
キ
リ
ス
ト
教
者
と
知
っ
て
、
宗
教
の
如
何
を
問
わ

ず
、
真
実
に
道
を
求
む
る
も
の
の
偽
ら
ざ
る
告
白
と
し
て
、
愈
々
感
銘

の
深
き
を
覚
ゆ
る
の
で
、
敢
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

 

「
正
法
眼
蔵
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）」、『
道
元
禅
師
と
現
代
』
二
二
四
頁

　

衛
藤
博
士
は
金
子
師
の
著
作
『
體
驗
の
宗
）
5
（

教
』
か
ら
激
励
さ
れ
、
し
か

も
、
三
十
年
と
い
う
永
年
の
研
究
を
経
て
も
、
師
の
態
度
に
感
銘
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、
本
論
で
は
金
子
師
の
道
元
禅
師
観
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
衛
藤
博
士
へ
の
影
響
の
実
態
を
調
べ
、
曹
洞
宗
学
の
成
立
論
的
考
察

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
、『
体
験
の
宗
教
』
解
題

　
『
体
験
の
宗
教
』
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
一
月
に
京
文
社
よ
り

刊
行
さ
れ
た
。
序
は
、
当
時
学
習
院
の
教
授
で
あ
っ
た
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

（
一
八
七

四
〜
一
九
四
九
）
が
寄
せ
て
お
り
、
金
子
師
自
身
は
本
書
を
柳や

な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

（
一

八
八
九
〜
一
九
六
一
）
に
捧
げ
る
と
し
て
い
る
。

　

後
に
本
書
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
新
生
堂
よ
り
再
刊
さ
れ
、
ま

た
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
は
『
東
洋
意
識
の
新
研
究
』
と
改
題
・

加
筆
修
正
さ
れ
て
、
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
は
、
筆
者
が
所
持
す
る

京
文
社
初
版
本
に
依
っ
て
研
究
を
進
め
る
。

　

本
書
の
「
自
序
に
代
へ
て
」
か
ら
、
執
筆
の
目
的
は
「
神
秘
の
一
道
」
を

古
今
東
西
の
宗
教
史
の
中
に
見
出
し
、
古
聖
の
踏
ん
だ
純
真
な
足
跡
を
踏
む

こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
師
は
、「
此
の
書
を
世
の
所
謂
伝
統
的
な
書

86
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物
の
一
つ
に
し
た
く
な
い
」
と
い
い
、
続
け
て
、「
何
等
の
教
義
や
宗
派
や

伝
習
や
約
束
に
支
配
さ
れ
な
い
で
全
く
自
由
な
気
分
で
筆
を
執
つ
た
」
と
し

て
い
る
た
め
、
既
成
宗
教
の
教
義
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ
っ
た
師
に
よ
る
本
書
の
章
立

て
は
、
古
今
東
西
の
宗
教
者
・
宗
教
思
想
に
及
ん
だ
。

　
　

・
洪
川
の
直
観
思
想

　
　

・
趙
州
の
無
字
と
エ
ツ
ク
ハ
ル
ト
の
無
字

　
　

・
エ
マ
ル
ソ
ン
の
神
秘
的
思
想

　
　

・
臨
済
の
宗
教

　
　

・
黄
檗
の
体
験
思
想

　
　

・
基
督
教
の
禅
的
思
想

　
　

・
保
羅
の
禅
機

　
　

・
禅
の
本
領

　
　

・
道
元
の
宗
教

　
　

※
以
下
、
附
録

　
　

・
東
洋
意
識
の
霊
趣
を
憶
ふ

　
　

・
白
隠
の
『
夜
船
閑
話
』

　
　

・
行
乞
生
活

　

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
禅
思
想

に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
解
釈
し
て
お
り
、
東
西
宗
教
思
想
の
比
較
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
本
書
の
意
義
は
大
き
い
。

　

ま
た
、「
エ
マ
ル
ソ
ン
の
神
秘
的
思
想
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
思
想
家

ラ
ル
フ
・
ワ
ル
ド
・
エ
マ
ー
ソ
ン
（
一
八
〇
三
〜
一
八
八
二
）
の
『
超

霊
）
6
（

論
』
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
が
、
金
子
師
の
宗
教
思
想
及
び
本
書
を
考
察

す
る
上
で
鍵
と
な
る
一
章
で
あ
る
た
め
、
後
述
す
る
。

　

な
お
、
比
較
思
想
的
関
心
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
と
し
、
本
論
で
は
「
道

元
の
宗
教
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

三
、『
体
験
の
宗
教
』
前
後
の
道
元
禅
師
研
究

　

本
書
の
思
想
的
意
義
を
考
察
す
る
た
め
に
、
本
書
前
後
の
主
な
道
元
禅
師

研
究
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
） 

鷲
尾
順
敬
「
我
国
仏
教
史
上
に
於
け
る
道
元

禅
師
の
位
地
」、
祥
雲
晩
成
編
『
雪
裏
の

梅
』
曹
洞
宗
青
年
会

　

一
九
一
五
年
（
大
正
四
） 

境
野
黄
洋
「
道
元
禅
師
」、『
活
け
る
宗
教
』

丙
午
出
版
社

　

一
九
一
七
年
（
大
正
七
） 

紀
平
正
美
「
総
説
」、『
無
門
関
解
釈
』
岩
波

書
店

　

一
九
一
九
年
（
大
正
九
）
〜
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
ま
で
連
載　

和

辻
哲
郎
「
沙
門
道
元
」、『
新
小
説
』
春
陽
堂

書
店
・『
思
想
』
岩
波
書
店

　

一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
） 

大
川
周
明
「
宗
教
改
革
者
と
し
て
の
道
元
禅

師
」、『
日
本
文
明
史
』
大
鐙
閣

　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
） 

金
子
白
夢
「
道
元
の
宗
教
」、『
体
験
の
宗

教
』
京
文
社

 

金
子
白
夢
「
道
元
の
『
弁
道
話
』
に
現
は
れ
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た
る
宗
教
思
想
」、『
体
験
の
歩
み
』
京
文
社

　

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
） 

和
辻
哲
郎
「
沙
門
道
元
」、『
日
本
精
神
史
研

究
』
岩
波
書
店　

※
先
に
挙
げ
た
連
載
を
収

録
。

　

一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
） 

金
子
白
夢
「
道
元
の
宗
教
」、『
東
洋
意
識
の

新
研
究
』
新
生
堂　

※
先
に
挙
げ
た
『
体
験

の
宗
教
』
の
加
筆
修
正
版
。

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
） 
紀
平
正
美
「
道
元
と
日
本
の
禅
」、
教
学
局

編
『
日
本
精
神
叢
書
31
』
教
学
局

　

一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
） 

田
辺
元
「
日
本
哲
学
の
先
蹤
」（
日
本
諸
学

振
興
委
員
会
夏
期
哲
学
会
講
演
）　

※
翌
年

刊
行
の
教
学
局
編
『
教
学
叢
書
５
』
に
収

録
。

　

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
） 

田
辺
元
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
岩
波
書

店

　

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
） 

秋
山
範
二
『
道
元
禅
師
と
行
』
山
喜
房
仏
書

林

　

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
） 

秋
山
範
二
『
道
元
の
研
究
』
岩
波
書
店

　

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
） 

衛
藤
即
応
『
宗
祖
と
し
て
の
道
元
禅
師
』
岩

波
書
店

　

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
） 

衛
藤
即
応
『
正
法
眼
蔵
序
説
│
弁
道
話
義

解
』
岩
波
書
店

　

右
に
列
挙
し
た
中
で
、
紀
平
『
無
門
関
解
釈
』
は
、
著
者
か
ら
の
影
響
を

考
え
る
と
、
本
書
の
先
行
的
研
究
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
）
7
（

る
。
ま
た
、
本
書

は
和
辻
哲
郎
博
士
が
「
沙
門
道
元
」
を
連
載
し
て
い
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
後
に
同
連
載
が
『
日
本
精
神
史
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
時
期
は
、
金

子
師
の
著
作
よ
り
も
後
と
な
る
。
よ
っ
て
、
諸
研
究
の
前
後
関
係
か
ら
は
、

道
元
禅
師
へ
の
体
系
的
研
究
の
嚆
矢
と
い
う
観
点
で
、
本
書
は
評
価
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
田
辺
氏
や
秋
山
氏
へ
の
影
響
の
有
無
も
、
今
後
検
討
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

四
、「
道
元
の
宗
教
」
の
内
容

　
「
道
元
の
宗
教
」
章
は
、
以
下
の
各
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
　

一　

序
説

　
　

二　

修
証
一
如

　
　

三　

一
如
の
行
道

　
　

四　

身
心
脱
落

　
　

五　

生
死
即
生
命

　
　

六　

本
来
の
面
目

　
　

七　

本
地
の
風
光

　
　

八　

転
大
法
輪

　
　

九　

単
伝
の
妙
道

　
　

十　

格
外
の
逍
遥

　
　

十
一　

相
伝
の
嫡
意

　
　

十
二　

安
楽
の
法
門
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十
三　

身
心
一
如

　
　

十
四　

宇
宙
精
神

　
　

十
五　

超
自
他
境

　

右
の
二
〜
十
五
ま
で
は
、
道
元
禅
師
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
弁
道
）
8
（

話
』

を
採
り
上
げ
、
そ
の
解
説
を
通
し
て
、
金
子
師
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い

る
。
師
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
、「
其
の
傑
作
」（
本
書
二
二
七
頁
）

や
、「
正
に
こ
れ
人
間
心
霊
上
に
於
け
る
『
生
命
の
聖
典
』
也
」（
本
書
二
二

九
頁
）
と
絶
賛
し
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
プ
ラ
ト
ー
即
ち
哲
学
）
9
（

者
」
に
見
え

る
、
プ
ラ
ト
ン
へ
の
賛
辞
「
あ
ら
ゆ
る
書
籍
中
プ
ラ
ト
ー
ン
の
書
の
み
、

「
あ
ら
ゆ
る
書
庫
を
焼
く
べ
し
。
書
庫
の
価
値
は
集
つ
て
此
の
一
巻
に
あ

り
」」（
本
書
二
二
九
頁
）
を
も
っ
て
、『
正
法
眼
蔵
』
へ
の
賛
辞
と
し
た
。

　

そ
し
て
、『
正
法
眼
蔵
』
に
見
え
る
、
道
元
禅
師
の
「
宗
教
意
識
の
脈

搏
」
に
触
れ
て
、
自
ら
自
身
の
体
験
の
宗
教
に
益
あ
る
結
果
を
得
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

師
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
を
始
め
た
の
は
、
本
書
成
立
の
「
二
十
又
余

年
」（
本
書
二
二
八
頁
）
前
と
し
て
お
り
、
一
八
九
〇
年
代
で
あ
ろ
う
。
手

元
に
あ
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
当
時
出
回
っ
て
い
た
大
内
青
巒
居
士
編
『
正
法

眼
蔵
（
全
）』（
九
五
巻
本
系
統
、
鴻
盟
社
・
一
八
八
五
年
）
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
本
書
中
に
は
、
面
山
瑞
方
『
正
法
眼
蔵
述
賛
』
へ
の
言
及
も

あ
る
た
め
、
神
保
・
安
藤
編
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
（
全
一
一
巻
）』（
無
我

山
房
・
一
九
一
三
年
）
も
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
『
普
勧
坐
禅

儀
』『
学
道
用
心
集
』
の
書
名
が
文
中
に
あ
る
た
め
、『
永
平
広
録
』
な
ど
を

除
い
た
道
元
禅
師
の
主
著
を
一
通
り
学
び
、
そ
の
宗
教
思
想
の
特
徴
や
要
点

を
踏
ま
え
て
、
本
書
を
論
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
金
子
師
の
宗
教
思
想
的
立
場
に
つ
い
て

　

本
書
に
お
け
る
金
子
師
の
宗
教
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　

師
の
「
自
序
に
代
へ
て
」
に
は
、「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
と
い
う
用
語

が
見
え
る
。

　
　

私
の
宗
教
に
対
す
る
根
本
態
度
は
主
観
の
無
限
的
真
態
へ
の
投
入
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
新
ら
し
い
生
き
た
も
の
を
掴
ん
で
来
て
、
そ
れ
を
私
共

の
生
活
の
な
か
に
具
体
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

 

本
書
「
自
序
に
代
へ
て
」
一
頁

　

そ
し
て
、
更
に
紀
平
「
序
」
で
は
、
以
下
の
用
例
も
あ
る
。

　
　

辱
知
金
子
白
夢
君
は
基
督
教
に
立
脚
す
る
人
、
然
も
其
の
特
殊
的
の
も

の
に
着
せ
ず
し
て
、
そ
の
真
態
に
突
入
せ
ん
と
し
て
、
茲
に
必
然
的
に

逢
着
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
し
は
、
特
に
東
洋
に
開
展
の
路
を
拓
き
た
る

禅
の
妙
機
な
り
き
。
然
も
君
は
此
に
も
亦
其
の
特
殊
な
る
も
の
に
着
せ

ず
只
管
に
『
主
観
の
無
限
的
真
態
』
へ
の
路
を
開
か
ん
と
す
。
斯
く
言

ふ
余
は
、
這
箇
の
論
理
的
内
容
を
求
め
ん
と
す
る
も
の
、
君
は
直
接
に

之
を
観
賞
せ
ん
と
す
。

 

本
書
「
序
」
一
〜
二
頁

　

紀
平
の
指
摘
か
ら
は
、「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や

禅
、
或
い
は
東
洋
や
西
洋
と
い
う
分
別
的
価
値
に
執
着
せ
ず
に
突
入
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
紀
平
は
そ
の
論
理
的
内
容
を
求
め
、
金
子
師
は
直
接
に

観
賞
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
は
、
研
究
者
と
実
践
者
の
相
違
と
い
え
る
。
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ま
た
、「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
に
つ
い
て
、
師
は
キ
リ
ス
ト
教
や
東
洋

と
い
っ
た
特
殊
性
を
否
定
し
た
絶
対
者
・
一
般
者
に
自
ら
を
投
入
す
る
の
み

な
ら
ず
、「
そ
こ
か
ら
新
ら
し
い
生
き
た
も
の
を
掴
ん
で
来
て
、
そ
れ
を
私

共
の
生
活
の
な
か
に
具
体
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
は
エ

マ
ー
ソ
ン
の
影
響
を
見
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
本
論
「
二
」
で
挙
げ
た
が
、
本
書
読
解
の
関
捩
子
は
「
エ
マ
ル
ソ
ン

の
神
秘
思
想
」
で
あ
る
。

　
　

吾
人
は
現
象
的
差
別
の
世
界
に
生
活
す
。
然
れ
ど
も
吾
人
の
心
霊
一
た

び
無
限
無
窮
の
霊
光
に
触
れ
て
平
等
一
味
の
実
在
界
に
接
し
其
の
如
実

の
霊
相
を
着
破
（
原
文
マ
マ
。「
看
破
」
の
誤
り
）
し
来
ら
ん
乎
。
差

別
は
平
等
に
即
し
平
等
は
差
別
に
即
し
て
両
者
互
に
不
離
不
即
の
妙
味

を
色
読
す
べ
き
也
。
こ
れ
宗
教
上
の
実
験
境
に
し
て
禅
者
の
参
ず
る
所

聖
者
の
見
る
所
也
。
我
が
エ
マ
ル
ソ
ン
は
此
の
一
境
を
見
得
し
て
、
こ

れ
即
ち
『
永エ

タ
ー
ナ
ル
ワ
ン

遠
の
一
如
』
也
と
謂
ふ
。

 
本
書
六
四
頁

　
　
『
超
霊
論
』
に
現
は
れ
た
る
エ
マ
ル
ソ
ン
の
宗
教
思
想
は
一
転
し
て

『
形
態
は
霊
の
化
身
也
』
て
ふ
思
想
と
な
り
来
れ
り
。
一
切
の
心
霊
は

此
の
一
大
霊
の
化
身
し
た
る
も
の
也
。
一
切
の
万
有
は
此
の
一
大
霊
の

化
身
し
た
る
も
の
也
。
人
は
人
と
し
て
各
個
性
を
有
す
。
此
の
各
自
の

個
性
は
大グ

レ
ー
ト
イ
ン
ス
チ
ン
ク
ト

本
能
即
神
の
う
ち
に
生
活
す
。

 

本
書
七
二
〜
七
三
頁

　

両
者
か
ら
、
金
子
師
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
宗
教
思
想
を
、「
永
遠
の
一
如
」

と
い
う
無
限
平
等
絶
対
の
境
涯
を
獲
得
し
、
そ
こ
か
ら
こ
の
現
実
に
生
き
る

我
々
の
活
動
へ
と
展
開
す
る
も
の
、
と
定
義
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の

宗
教
的
実
践
を
、
絶
対
者
・
一
般
者
の
活
動
と
し
て
見
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
個
性
が
没
す
る
わ
け
で
は
無
く
、
個
人
は
こ
の
絶
対

者
・
一
般
者
か
ら
の
力
を
「
洞
観
力
」「
寂
静
荘
厳
の
念
」（
本
書
八
〇
頁
）

と
し
て
受
け
取
り
、
自
ら
の
体
験
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
神
の
内
に
生
活
す

る
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
構
図
は
、
道
元
禅
師
が
説
い
た
「
修
証
一
）
10
（

等
」
の
概
念
を

解
釈
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

然
り
道
元
の
宗
教
的
見
地
は
主
客
一
如
の
霊
境
を
辿
り
て
修
証
不
二
の

本
地
に
達
し
、
一
多
の
際
限
を
超
越
し
て
縦
横
無
窮
の
透
脱
境
に
入
れ

り
。
こ
れ
皆
端
坐
参
禅
の
実
験
的
正
門
を
透
過
し
て
体
得
し
給
へ
る
所

の
も
の
な
り
。

 

本
書
二
四
四
頁

　

師
は
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
に
つ
い
て
、
主
客
の
分
別
を
停
止
し
、
主
客
一

如
の
境
地
を
辿
っ
て
修
証
不
二
の
本
地
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
そ
の
本
地
か
ら
展
開
し
て
、
日
々
「
縦
横
無
窮
の
透
脱
境
」
と
し
て

生
活
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
客
」
に
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
と
そ
の
教
え
を
伝
え
た
歴
代
の
祖
師

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、「
仏
祖
同
道
の
行
路
」（
本
書
二
四
六
頁
）
と
い
う
。

つ
ま
り
、
仏
祖
は
各
々
自
ら
の
坐
禅
に
よ
っ
て
、
修
証
不
二
の
本
地
に
達
す

る
が
、
今
度
は
そ
れ
が
坐
禅
を
行
う
後
代
の
仏
祖
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

こ
こ
に
、
坐
禅
と
仏
祖
（
あ
る
い
は
伝
灯
）
と
の
関
係
が
主
題
化
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
以
下
に
検
討
す
る
。
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六

－

一
、  「
道
元
の
宗
教
」
の
要
諦
と
し
て
の
坐
禅
と

『
正
法
眼
蔵
』

　

本
書
「
道
元
の
宗
教
」
章
に
お
い
て
金
子
師
は
、
道
元
禅
師
の
思
想
の
根

源
を
坐
禅
（
端
坐
参
禅
）
に
定
め
て
い
る
。

　
　

道
元
一
代
の
著
作
詮
じ
来
れ
ば
此
の
端
坐
参
禅
の
実
験
録
た
る
に
過
ぎ

ざ
る
也
。
否
彼
の
一
挙
手
一
投
足
。
一
切
の
行
動
。
一
切
の
思
想
。
一

切
の
信
念
。
彼
に
在
り
て
は
悉
く
こ
れ
此
の
端
坑
（
原
文
マ
マ
。「
端

坐
」
の
誤
り
）
参
禅
よ
り
し
て
発
し
来
れ
る
一
閃
光
た
り
し
也
。
渾
心

渾
霊
。
道
元
の
凡
て
は
こ
れ
禅
そ
の
も
の
た
り
し
な
り
。
是
に
於
て
か

道
元
其
の
人
は
即
ち
禅
の
化
身
也
と
謂
ふ
べ
き
也
。

 

本
書
二
三
一
頁

　
「
実
験
録
」
と
は
、
坐
禅
の
実
践
を
通
し
て
得
た
様
々
な
知
見
を
、
そ
の

詩
的
才
能
を
用
い
て
表
現
し
た
道
元
禅
師
一
代
の
著
作
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
詩
的
才
能
を
用
い
つ
つ
、
た
だ
の
客
観
で
も
な
く
主
観
で
も
な
い
、「
主

観
客
観
は
一
如
平
等
の
妙
致
に
入
」
っ
た
と
さ
れ
る
。
金
子
師
が
こ
の
よ
う

な
表
現
を
用
い
た
理
由
は
、
道
元
禅
師
の
著
作
、
特
に
仮
字
『
正
法
眼
）
11
（

蔵
』

読
解
の
困
難
さ
を
解
明
せ
ん
と
す
る
苦
渋
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
。
金
子

師
は
、
道
元
禅
師
の
説
相
に
つ
い
て
、「
宗
教
的
真
理
の
悟
入
」
を
前
提
と

し
、「
小
主
観
な
る
個
人
の
知
識
上
」
の
認
識
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、「
宇
宙
の
実
在
に
向
て
直
接
経
験
の
自
覚
に
立
て
本
来
の
面
目
を
披

瀝
」（
と
も
に
、
本
書
二
六
九
頁
）
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
金
子
師
の
讃
歎

は
次
の
よ
う
に
も
展
開
す
る
。

　
　

道
元
の
事
業
の
中
心
を
な
す
所
の
も
の
は
身
心
脱
落
観
の
宗
教
的
体
得

な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
か
も
其
の
一
貫
せ
る
大
潮
流
は
主
と

し
て
彼
の
大
著
『
正
法
眼
蔵
』
に
於
て
与
へ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
也
。

彼
の
論
述
や
極
め
て
冷
静
、
其
の
論
理
や
極
め
て
精
緻
な
り
と
雖
も
而

か
も
其
の
思
想
信
念
の
内
容
に
流
れ
つ
ゝ
あ
る
溌
溂
た
る
生
命
の
大
精

神
は
大
宇
宙
的
戯
曲
の
諧
調
を
奏
し
て
詩
美
滾
々
と
し
て
汲
め
ど
も
尽

き
ざ
る
所
の
も
の
あ
り
て
存
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

 

本
書
二
六
五
〜
二
六
六
頁

　

道
元
禅
師
の
宗
教
意
識
の
究
竟
の
本
地
を
、「
身
心
脱
落
」
に
あ
る
と
見

る
金
子
師
は
、
そ
こ
に
到
る
実
践
的
過
程
を
坐
禅
に
定
め
て
い
る
。
特
に
、

道
元
禅
師
が
本
師
・
天
童
如
浄
禅
師
の
言
葉
と
し
て
示
）
12
（

す
よ
う
に
、
坐
禅
と

は
念
仏
や
看
経
と
い
っ
た
余
行
を
交
え
る
こ
と
な
く
、
た
だ
そ
れ
と
し
て
行

わ
れ
る
べ
き
（
こ
れ
を
、
只
管
打
坐
と
い
う
）
で
あ
る
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
体
験
を
証
し
て
い
く
た
め
に
、「
正
信
」
と
「
師
資
相

承
」
と
を
要
す
る
。

六

－

二
、「
道
元
の
宗
教
」
の
要
諦
と
し
て
の
正
信

　

道
元
禅
師
が
坐
禅
と
正
信
の
関
係
を
説
く
の
は
『
弁
道
話
』
の
第
三
問
答

で
あ
る
が
、
本
書
本
章
で
は
「（
七
）
本
地
の
風
光
」
節
に
て
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
道
元
禅
師
が
坐
禅
と
正
信
の
関
係
を
採
り
上
げ
た
理
由
は
、
当
時
の

日
本
で
は
坐
禅
が
、
数
多
あ
る
仏
教
実
践
の
一
つ
で
し
か
な
く
、
し
か
も
、

流
行
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
流
行
し
て
い
た
実
践
は
、
法
華
信
仰

と
阿
弥
陀
念
仏
と
認
識
さ
れ
て
い
た
）。
道
元
禅
師
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
始
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め
、
歴
代
の
仏
祖
が
皆
坐
禅
か
ら
得
道
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
し
か
も
、
そ
れ

に
「
正
信
」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

お
ほ
よ
そ
諸
仏
の
境
界
は
、
不
可
思
議
な
り
、
心
識
の
お
よ
ぶ
べ
き
に

あ
ら
ず
、
い
は
む
や
不
信
劣
智
の
し
る
こ
と
を
え
む
や
。
た
だ
正
信
の

大
機
の
み
、
よ
く
い
る
こ
と
を
う
る
な
り
。

 

『
弁
道
話
』、『
全
集
二
』
四
六
五
頁

　

右
の
一
節
を
金
子
師
は
、「
宗
教
上
の
実
験
の
内
秘
を
闡
明
」
し
た
も
の

だ
と
し
、
正
信
の
大
機
の
み
が
到
る
「
一
種
未
踏
の
新
天
地
」
は
端
坐
参
禅

に
よ
っ
て
仰
ぎ
見
る
「
霊
界
の
新
光
景
」（
と
も
に
、
本
書
二
一
八
頁
）
で

あ
る
と
評
し
た
。
な
お
、
こ
の
「
新
天
地
」「
新
光
景
」
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
教
義
や
慣
習
に
拘
泥
し
な
い
た
め
に
も
、
必
要
不
可
欠
な
境
涯
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
（
本
書
二
五
三
頁
）、
そ
れ
は
師
自
身
が
抱
く
宗
教
的
理
想

で
あ
る
。

　

師
は
、
宗
教
的
神
秘
の
光
景
と
は
、
そ
れ
を
信
じ
、
自
ら
得
た
者
の
み
が

味
わ
え
る
と
い
う
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
達
人
と
い
う
べ
き
優
れ
た
求
道

者
に
よ
る
個
人
的
体
験
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
の
説
示
を
も
っ

て
師
は
、
優
れ
た
宗
教
的
境
涯
が
、
正
し
い
手
順
（
只
管
打
坐
、
師
資
相

承
）
を
経
る
こ
と
で
、
万
人
に
共
有
さ
れ
る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。
し

か
も
、
こ
の
境
涯
と
は
、「
黙
照
の
一
境
」（
本
書
二
一
八
頁
）
で
あ
り
、

「
黙
」
字
に
現
れ
る
よ
う
に
、
本
来
は
眼
に
も
見
え
ず
、
耳
に
も
聞
こ
え

ず
、
我
々
の
感
覚
を
超
越
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
正
信
」
に
よ
っ
て
人
間
自
身
の
限
界
を
超
え
出
て
、
直

接
に
そ
の
境
涯
に
悟
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。「
正
信
」
は
、

こ
の
現
実
を
超
越
し
て
い
く
と
き
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

六
－

三
、「
道
元
の
宗
教
」の
要
諦
と
し
て
の
師
資
相
承

　

元
々
、
当
時
の
曹
洞
宗
で
は
、
江
戸
時
代
元
禄
期
に
行
わ
れ
た
「
宗
統
復

古
運
動
」
の
関
係
で
、「
一
師
印
証
・
面
授
嗣
法
」
と
い
う
「
師
資
相
承
」

を
重
視
し
、
し
か
も
明
治
時
代
に
入
り
そ
の
内
容
は
強
化
さ
れ
て
い
た
（
明

治
八
年
、
曹
洞
宗
務
局
布
達
第
一
号
に
よ
る
）。
し
か
し
、
思
想
的
内
容
の

解
明
は
、
江
戸
時
代
の
知
見
で
留
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
る
。

　

金
子
師
は
道
元
禅
師
が
説
か
れ
た
師
資
相
承
の
重
要
性
を
、
次
の
よ
う
に

表
現
し
た
。

　
　

道
元
は
宗
教
的
真
理
の
色
彩
を
得
道
証
契
の
哲
匠
の
人
格
の
内
容
中
に

之
を
見
た
り
。
然
り
宗
教
的
真
理
は
抽
象
的
な
る
概
念
論
の
空
疎
な
る

そ
れ
と
異
に
し
て
、
真
理
其
の
も
ゝ
（
原
文
マ
マ
。「
ま
ゝ
」
の
誤

り
）
血
肉
化
し
た
る
渾
然
た
る
人
格
の
風
趣
中
に
之
を
味
ふ
べ
き
也
。

 

本
書
二
五
四
頁

　

つ
ま
り
、
宗
教
的
真
理
が
、
自
ら
の
神
秘
体
験
の
果
て
に
見
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
目
の
前
に
い
て
、
と
も
に
修
行
す
る
師
匠
（
得
道
証
契
の
哲
匠
）

の
人
格
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
永
平
寺
（
当
初
の
名
称
は

大
仏
寺
）
建
立
後
、
叢
林
修
行
の
軌
範
（『
永
平
清
規
』
六
篇
中
五
篇
）
を

整
備
し
、
僧
侶
が
一
つ
の
叢
林
の
中
で
修
行
し
て
い
く
「
動
静
を
大
衆
に
一

如
」（『
弁
道
法
』、『
全
集
六
』
二
六
頁
）
す
る
修
行
観
を
確
立
し
、
ま
た
五

参
上
堂
（
五
日
に
一
度
行
わ
れ
る
、
禅
宗
叢
林
の
正
式
な
説
法
）
を
常
態
化

（
そ
の
説
法
の
内
容
は
『
永
平
広
録
』
巻
二
〜
七
に
収
録
）
す
る
こ
と
で
、



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
63
巻
第
１
号

8

79

師
資
の
人
格
的
触
れ
合
い
を
実
践
し
た
。

　

前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
本
書
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
宗

教
的
境
涯
と
は
、「
黙
照
の
一
境
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
容
易
に
表
詮
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
金
子
師
が
道
元
禅
師
の
説
示
か
ら
見
出
し

た
の
が
、
師
資
の
人
格
的
触
れ
合
い
を
前
提
と
す
る
「
拈
華
微
笑
）
13
（

話
」
で

あ
っ
た
。「
拈
華
微
笑
話
」
は
、
禅
宗
で
用
い
ら
れ
る
師
資
相
承
の
源
流
で

あ
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
、
後
継
者
に
定
め
た
摩
訶
迦
葉
に
対
し
て
、
言
語
な

ら
ざ
る
表
現
を
も
っ
て
そ
の
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
を
附
属
し
た
説
話
を
い

う
。
境
涯
が
、
言
語
な
ら
ざ
る
表
現
に
よ
っ
て
附
属
さ
れ
た
こ
と
を
、「
心

霊
よ
り
直
ち
に
心
霊
に
語
る
所
の
も
の
」（
本
書
二
五
五
頁
）
と
し
、「
沈
黙

よ
り
沈
黙
に
響
き
し
此
の
声
な
き
の
一
句
」（
本
書
二
五
六
頁
）
と
評
し
た

の
で
あ
る
。
元
々
、
東
西
の
神
秘
主
義
の
交
流
に
多
大
な
る
関
心
を
抱
い
て

い
た
金
子
師
は
同
話
に
、
沈
黙
の
中
で
伝
授
さ
れ
て
い
く
神
秘
の
顕
現
を
見

た
の
で
あ
る
。

七
、「
道
元
の
宗
教
」
の
生
死
観
・
霊
魂
観

　

金
子
師
に
と
っ
て
「
宗
教
と
は
此
の
有
限
に
即
し
て
の
無
限
を
観
じ
、
無

限
裡
に
有
限
の
姿
を
味
ひ
来
り
て
、
生
死
一
如
の
正
覚
を
体
得
す
る
に
在

り
」（
本
書
二
四
〇
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
我
が
生
死
の
問
題
は
、
避
け

て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

そ
こ
で
、
師
は
道
元
禅
師
の
生
死
観
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

　
　

人
を
し
て
『
生
死
は
即
ち
仏
の
御
生
命
な
り
』
と
云
ふ
脱
落
の
風
光
を

観
ぜ
し
む
る
は
こ
れ
豈
我
が
道
元
の
禅
機
に
あ
ら
ず
や
。
こ
ゝ
謂
ふ
所

の
身
心
脱
落
の
境
也
。

 

本
書
二
四
一
頁

　

つ
ま
り
、
我
が
生
死
と
は
、「
仏
の
御
生
命
」（『
正
法
眼
蔵
』「
生
死
」
巻

か
ら
の
引
用
）
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
が
身
心
脱
落
の
境
で
あ
る
と
い
う
。

身
心
脱
落
の
境
と
は
、
禅
者
の
坐
禅
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
坐
禅
に
お
け
る
身

心
脱
落
を
通
し
て
、
仏
の
御
生
命
に
触
れ
な
が
ら
生
き
る
毎
日
が
「
生
死
即

涅
槃
」
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
「
仏
の
御
生
命
」
を
重
視
す
る
と
き
、
曹
洞
宗
学
上
に
て

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
「
先
尼
外
道
）
14
（

話
」
の
問
題
圏
に
入
る
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、
先
尼
外
道
が
説
く
、
実
体
我
と
の
関
連
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に

取
り
上
げ
る
道
元
禅
師
『
弁
道
話
』
で
は
、
先
尼
外
道
の
議
論
を
用
い
て
、

「
心
常
相
滅
論
」
へ
の
批
判
を
行
い
、
そ
の
問
題
を
金
子
師
は
共
有
す
る
。

　
　

嗚
呼
こ
れ
最
深
の
一
大
疑
問
也
。
古
今
東
西
の
宗
教
史
上
に
於
け
る
霊

魂
不
滅
な
る
思
想
上
の
一
大
問
題
也
。
道
元
は
此
の
死
後
に
於
け
る
心

性
常
住
観
に
対
し
て
は
絶
対
の
否
定
的
態
度
に
立
て
り
。

 

本
書
二
六
〇
頁

　

そ
し
て
、
師
は
「
吾
人
は
今
此
の
古
今
の
最
も
深
き
宗
教
上
の
一
大
問
題

に
就
き
て
直
に
道
元
の
語
る
所
を
聞
か
ん
と
す
」（
本
書
二
六
一
頁
）
と

し
、
結
論
と
し
て
は
「
此
の
『
生
死
は
即
ち
仏
の
御
命
な
り
』
と
の
至
深
の

信
念
よ
り
流
れ
出
で
た
る
生
死
一
如
身
心
不
二
観
は
道
元
の
宗
教
的
生
命
の

源
泉
と
謂
う
べ
き
也
」（
本
書
二
六
二
頁
）
と
、
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
、
我
々
の
無
常
な
る
生
死
に
直
接
、「
仏
の
御
命
」
を
見
つ

つ
、「
身
心
不
二
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
心
」
の
み
を
常
住
と
し
て
特
権
化
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さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
が
、
師
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
道
元
禅
師
の

生
死
観
・
霊
魂
観
だ
と
い
え
よ
う
。

八
、
結
論
─
衛
藤
即
応
博
士
へ
の
影
響

　

以
上
か
ら
、
金
子
白
夢
牧
師
が
、
本
書
に
お
い
て
道
元
禅
師
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。
師
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
宗
教
思
想
を
用

い
な
が
ら
道
元
禅
師
の
『
弁
道
話
』
を
解
釈
し
、
実
践
的
な
「
修
証
一
等
」

に
重
き
を
置
き
つ
つ
、
そ
の
成
立
の
た
め
の
正
信
や
師
資
相
承
に
ま
で
考
察

が
及
び
、
更
に
は
生
死
観
や
霊
魂
観
も
、
道
元
禅
師
が
本
来
説
き
明
か
そ
う

と
し
た
内
容
に
肉
薄
し
た
と
見
て
良
い
。

　

一
方
で
、
修
証
観
の
理
解
に
は
や
や
不
満
も
残
る
。
本
書
成
立
時
は
既

に
、「
本
証
妙
修
」
と
い
う
曹
洞
宗
独
自
の
修
証
観
が
提
唱
さ
れ
て
い
た

（
一
八
九
〇
年
公
布
『
曹
洞
教
会
修
証
義
』
は
「
本
証
妙
修
の
四
大
原
則
」

を
元
に
構
築
さ
れ
た
）。
こ
れ
は
、
道
元
禅
師
の
『
弁
道
話
』
か
ら
得
ら
れ

る
知
見
で
あ
る
が
、
鏡
島
元
隆
博
士
に
よ
れ
ば
「
道
元
禅
師
の
修
証
観
は
ま

た
本
証
妙
修
と
も
い
わ
れ
る
。
修
証
一
等
は
即
本
証
妙
修
と
簡
単
に
は
等
視

で
き
な
い
」（『
道
元
禅
師
』
八
二
頁
）
と
い
う
。
然
る
に
、
金
子
師
は
『
弁

道
話
』
の
解
釈
を
経
て
、「
修
証
一
等
」
は
正
し
く
把
握
し
て
い
る
。
し
か

し
、「
本
証
妙
修
」
に
関
し
て
は
、
本
書
に
そ
の
用
語
を
用
い
た
形
跡
は
な

く
、
同
年
刊
行
の
『
体
験
の
あ
ゆ
み
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
鏡
島
博
士
は
、

「
本
証
妙
修
と
は
、
修
行
の
出
発
点
を
凡
夫
の
位
に
お
か
な
い
で
、
仏
の
位

に
お
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
本
覚
門
的
修
証
観
と
い
う
」

（
前
掲
同
著
、
同
頁
）
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
凡
夫
が
仏
に
成
り
行
く
た
め

の
様
々
な
条
件
を
探
究
・
発
見
し
て
い
く
始
覚
門
で
は
な
く
て
、
既
に
仏
の

位
に
い
る
こ
と
（
こ
れ
を
本
覚
門
と
い
う
）
か
ら
始
ま
っ
て
、
仏
を
証
し
て

い
く
の
が
「
本
証
妙
修
」
で
あ
り
、
そ
の
弁
証
に
努
め
た
の
が
、
近
代
の
曹

洞
宗
学
（
伝
統
宗
学
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
金
子
師
は
禅
者
の
修
行
に
直

接
神
（
仏
）
を
見
て
い
く
視
点
は
十
分
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
修
行

の
最
初
を
「
仏
の
位
」
に
置
く
と
ま
で
は
断
言
さ
れ
て
い
な
い
。『
弁
道

話
』
の
「
こ
の
法
は
、
人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
は
れ
り
」（『
全
集

二
』
四
六
〇
頁
）
を
解
釈
し
て
、「
本
具
内
在
の
神
性
」（
本
書
二
三
二
頁
）

を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
修
証
一
等
」
の
説
明
に
用
い
る
の
み
で
あ

り
、
や
は
り
「
本
証
妙
修
」
の
把
握
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

ま
た
、
衛
藤
博
士
へ
の
影
響
だ
が
、
最
大
の
影
響
は
既
に
本
論
冒
頭
で
引

用
し
た
よ
う
に
、
師
が
道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
「
絶
賛
し
た
」
と
い

う
こ
と
、
そ
れ
に
尽
き
る
。『
正
法
眼
蔵
』
へ
の
接
し
方
と
し
て
、
否
定
的

研
究
か
ら
で
は
な
く
絶
賛
か
ら
入
る
こ
と
は
、
衛
藤
博
士
に
と
っ
て
斬
新
に

感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
し
、
博
士
は
自
ら
そ
の
方
法
論
を
踏
襲
さ
れ
た

（『
正
法
眼
蔵
序
説
』）。

　

既
に
、「
伝
統
的
な
曹
洞
宗
学
（
伝
統
宗
学
）」
は
信
仰
的
独
白
で
あ
り
、

そ
の
脱
却
が
急
務
で
あ
る
と
さ
れ
て
久
し
い
が
、
衛
藤
博
士
の
問
題
意
識

は
、
科
学
的
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
各
宗
教
が
保
持
し
て
い
た
世
界
観
が

破
壊
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
っ
た
（『
道
元
禅
師
と
現
代
』
所
収
の

「
歴
史
と
宗
義
」
を
参
照
）。
こ
の
危
惧
が
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
、
衛
藤
博
士

の
主
著
『
宗
祖
と
し
て
の
道
元
禅
師
』
の
執
筆
意
図
は
把
握
さ
れ
な
い
し
、

「
正
信
」
を
前
提
に
道
元
禅
師
の
思
想
を
捉
え
る
「
信
の
宗
学
」
を
構
築
し
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た
こ
と
も
、
同
著
が
「
師
資
相
承
」
を
重
視
し
た
こ
と
も
、
顧
み
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
禅
宗
・
曹
洞
宗
の
「
師
資
相
承
」
に
つ
い
て
は
、
最
重

要
で
あ
る
は
ず
の
系
譜
自
体
に
問
題
が
あ
り
、
歴
史
的
研
究
か
ら
は
た
だ
の

虚
偽
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
衛
藤
博
士
が
そ
の
真
偽
を
吟
味
せ
ず

（
こ
こ
に
「
信
」
を
要
す
る
）、
師
資
の
人
格
的
触
れ
合
い
を
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
も
っ
て
解
釈
し
、
自
ら
の
宗
教
的
実
践
に
活
用
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
金

子
師
の
影
響
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、「
伝
統
宗
学
」
と
は
、
金
子
白
夢
牧
師
と
い
う
宗
教
者
の
信
仰

告
白
を
、
衛
藤
博
士
が
真
っ
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
信
仰

学
」
と
し
て
始
ま
っ
た
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

注（
１
）  

金
子
白
夢
牧
師
の
業
績
は
『
百
年
の
あ
ゆ
み
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
愛
知
教

会
・
一
九
九
六
年
）
と
『
主
税
町
か
ら
西
一
社
へ
│
愛
知
教
会
の
歩
み
』（
同
・

一
九
六
八
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
金
子
師
は
様
々
な
禅
者
に
よ
っ
て
採
り
上

げ
ら
れ
、
鄧
州
全
忠
師
（
南
天
棒
）、
澤
木
興
道
師
、
松
原
泰
道
師
、
佐
橋
法
龍

師
、
他
の
著
作
に
見
え
る
（
多
端
に
渡
る
た
め
一
々
挙
げ
な
い
）。
し
か
し
、
管

見
の
限
り
、
師
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
先
行
研
究
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
師
の
業
績
は
、
活
躍
し
た
頃
の
報
道
や
名
古
屋
市
関
係
の
史
料
を
検
討
す
る

必
要
も
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
機
会
を
改
め
て
研
究
し
た
い
。

（
２
）  

資
料
に
よ
っ
て
、
複
数
の
名
前
が
見
え
る
た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

（
３
）  

愛
知
教
会
は
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
日
本
組
合
基
督
教
会
の
独
立
教
会

と
な
り
、
名
古
屋
市
東
区
主
税
町
に
所
在
し
た
。
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
に

名
古
屋
市
名
東
区
平
和
が
丘
に
移
転
し
、
現
在
に
到
る
（『
愛
知
教
会
の
歩
み
』

参
照
）。
筆
者
は
平
成
二
六
年
六
月
に
同
教
会
を
訪
れ
、
古
参
信
者
の
木
本
氏
か

ら
金
子
牧
師
の
話
を
拝
聴
し
、『
百
年
の
あ
ゆ
み
』
と
『
愛
知
教
会
の
歩
み
』
を

頂
戴
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
４
）  

衛
藤
博
士
は
、
自
ら
が
宗
学
を
命
名
し
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 

　

さ
れ
ば
禅
の
中
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
宗
乗
と
い
う
こ
と
が
、
宗
教
と
し
て
の

仏
教
の
研
究
を
な
す
私
の
中
心
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
に

焦
点
を
定
め
て
禅
・
仏
教
・
宗
教
を
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

 

　

そ
れ
で
私
は
曹
洞
の
宗
乗
を
禅
学
と
い
う
こ
と
を
嫌
っ
て
、
表
現
の
仕
方
に

苦
し
ん
で
、
単
に
宗
学
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
両
三
年
来
、
こ
の
語
は
一
般
に

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
当
初
の
考
え
で
は
、
信
仰
学
の
意
味
で
あ
っ
た
の

で
、
従
来
の
宗
乗
と
い
う
意
味
を
前
述
の
ご
と
き
大
系
の
中
で
考
え
る
こ
と
を

主
と
し
た
の
で
あ
る
。

 

「
仏
教
者
の
研
究
法
」、『
道
元
禅
師
の
宗
教
と
現
代
』
一
二
頁

（
５
）  

本
書
は
『
體
驗
の
宗
教
』
と
い
う
題
で
あ
る
が
、
以
下
本
論
で
は
、『
体
験
の

宗
教
』
ま
た
は
本
書
と
記
載
し
、
本
文
引
用
時
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
る
な

ど
し
て
い
る
。

（
６
）  

『
超
霊
論
』
は
、
本
書
成
立
以
前
に
、
戸
川
秋
骨
訳
『
エ
マ
ー
ソ
ン
論
文
集

（
上
下
巻
）』（
玄
黄
社
・
一
九
一
二
年
）
の
上
巻
に
「
大
霊
論
」
と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
題
名
や
訳
文
の
相
違
か
ら
、
金
子
師
は
邦
訳
に
依
ら
ず
、

原
書
か
ら
直
接
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
金
子
師
に
、
ユ
ニ

テ
リ
ア
ン
・
社
会
主
義
活
動
そ
の
他
、
広
範
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の

解
明
も
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
金
子
師
は
エ
マ
ル
ソ
ン
と
表
記
し
、
他
著
で
は
エ

マ
ソ
ン
と
訳
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
本
論
で
は
「
エ
マ
ー
ソ
ン
」
に
統
一
し
た
。

（
７
）  

紀
平
『
無
門
関
解
釈
』
で
は
、「
実
現
の
意
義
」
項
に
て
道
元
禅
師
の
日
本
思

想
史
上
の
位
置
を
示
し
（
同
著
二
〇
〜
二
六
頁
）、「
坐
禅
」
項
で
は
『
普
勧
坐
禅

儀
』
全
文
を
採
り
上
げ
、
身
心
一
如
の
観
点
か
ら
、
坐
禅
が
我
々
の
身
心
を
調
え

る
の
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
（
同
著
五
二
〜
五
八
頁
）。
こ
れ
ら
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は
金
子
師
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
。

（
８
）  

道
元
禅
師
の
『
弁
道
話
』
は
、
中
国
留
学
か
ら
帰
国
後
四
年
の
一
二
三
一
年

（
寛
喜
三
）
八
月
に
書
か
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
本
山
版

九
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
第
一
巻
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
道
元
禅
師
在
世

時
及
び
、
そ
の
近
い
時
代
に
編
集
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
七
五
巻
本
・
一
二
巻

本
・
六
〇
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
現
在
一
般
に
流
布

し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
に
は
、
流
布
本
と
草
案
本
（
岩
手
県
正
法
寺
蔵
『
正
法
眼
蔵

雑
文
』
所
収
）
と
が
あ
り
、
金
子
師
は
前
者
を
参
照
し
て
い
る
。『
弁
道
話
』
は

一
説
に
、
京
都
に
所
在
し
た
安
養
院
で
の
著
作
（
面
山
瑞
方
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』

「
弁
道
話
」
巻
、
他
）
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
現
在
流
通
す
る
流
布
本
系
統
の
奥

書
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
衛
藤
博
士
は
後
に
、
草
案
本
系
統
を
解
説
し

て
『
正
法
眼
蔵
序
説
│
弁
道
話
義
解
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
九
年
）
を
刊
行
し

て
お
り
、
同
著
に
も
金
子
師
か
ら
の
影
響
が
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に

検
討
す
る
。

（
９
）  

エ
マ
ー
ソ
ン
『
偉
人
論
』
に
収
録
。
同
書
は
明
治
三
六
年
、
大
谷
正
信
氏
訳
が

大
日
本
図
書
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
金
子
師
の
引
用
文
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
師
は
原
書
か
ら
直
接
に
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）  

「
修
証
一
等
（
ま
た
は
「
修
証
一
如
・
修
証
不
二
」）」
と
い
う
概
念
は
、
修

（
修
行
）
と
証
（
証
悟
、
悟
り
）
と
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
道
元
禅

師
は
『
弁
道
話
』
に
て
そ
の
詳
細
を
説
示
し
、
晩
年
に
到
る
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
見
解

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
元
禅
師
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
他
の
仏
教
宗
派
で

は
、
修
行
を
、
目
的
と
し
て
の
証
悟
に
到
る
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
、
目
的
が

得
ら
れ
れ
ば
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
道
元
禅
師
は
「
そ
れ
、
修
・
証
は
ひ
と
つ

に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
る
、
す
な
は
ち
外
道
の
見
な
り
。
仏
法
に
は
、
修
証
こ
れ
一

等
な
り
」（『
弁
道
話
』、『
全
集
二
』
四
七
〇
頁
）
と
し
、
終
わ
る
こ
と
な
き
「
仏

と
し
て
の
行
い
」（『
永
平
広
録
』
巻
八
│
法
語
十
一
、
菅
原
訳
）
と
し
て
の
修
証

一
等
を
説
い
た
。

（
11
）  

道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
全
文
が
漢
文
で
書
か
れ
た
真
字
『
正
法
眼

蔵
（
通
称
『
正
法
眼
蔵
三
百
則
』）』
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
仮
字

『
正
法
眼
蔵
』
と
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
江

戸
時
代
中
期
の
一
七
二
九
年
（
こ
の
歳
、
天
桂
伝
尊
『
正
法
眼
蔵
弁
註
并
調
絃
』

成
立
）
以
降
、
そ
の
難
渋
な
文
体
に
関
心
が
持
た
れ
、
読
解
法
に
つ
い
て
も
一
定

の
知
見
が
構
築
さ
れ
て
い
た
（
天
桂
の
他
に
、
瞎
道
本
光
・
雑
華
蔵
海
な
ど
に
よ

る
研
究
も
要
参
照
）。

（
12
）  

道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
』
中
に
屡
々
、
本
師
・
如
浄
禅
師
（
一
一
六
五
〜
一

二
二
七
）
の
言
葉
と
し
て
、「
先
師
尋
常
に
道
く
、
我
が
箇
裏
、
焼
香
・
礼
拝
・

念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
用
い
ず
、
祇
管
打
坐
、
弁
道
功
夫
し
て
、
身
心
脱
落
せ

よ
」（『
正
法
眼
蔵
』「
仏
経
」
巻
、『
全
集
二
』
一
六
頁
）
等
と
示
す
。

（
13
）  

「
拈
華
微
笑
話
」
と
は
、
中
国
成
立
の
偽
経
と
も
さ
れ
る
『
大
梵
天
王
問
仏
決

疑
経
』（『
大
日
本
続
蔵
経
』
に
収
録
）
に
見
え
る
説
話
で
、
後
に
禅
宗
に
よ
っ
て

編
ま
れ
た
灯
史
に
導
入
さ
れ
た
（『
天
聖
広
灯
録
』
な
ど
）。
道
元
禅
師
は
同
話
の

影
響
が
強
く
、『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
れ
ば
「
仏
道
」「
密
語
」「
面
授
」
巻
の
他
、

多
く
の
巻
に
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
。

 

　

爾
の
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
西
天
竺
国
霊
山
会
上
、
百
万
衆
中
に
、
優
曇
華
を

拈
じ
て
瞬
目
す
。

 

　

時
に
、
摩
訶
迦
葉
尊
者
、
破
顔
微
笑
す
。

 

　

釈
迦
牟
尼
仏
言
く
、「
吾
に
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
有
り
、
摩
訶
迦
葉
に
附
属

す
」。

 

『
正
法
眼
蔵
』「
面
授
」
巻
、『
全
集
二
』
五
四
頁
、
原
漢
文

（
14
）  

「
先
尼
外
道
話
」
と
は
、
イ
ン
ド
以
来
の
仏
典
に
出
る
外
道
（
バ
ラ
モ
ン
）

で
、
セ
ー
ニ
ャ
（
音
写
で
先
尼
）
と
い
う
。
大
乗
仏
教
の
経
論
で
は
「
勝
軍
梵

志
」
と
も
意
訳
さ
れ
る
。
そ
の
主
張
は
、
固
定
不
変
の
実
体
我
を
認
め
、
霊
性
の

常
住
性
を
も
と
に
、「
心
常
相
滅
」
を
説
く
。
特
に
大
乗
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
三

九
に
見
え
る
世
尊
と
の
論
争
が
有
名
で
、
ま
た
道
元
禅
師
も
実
体
我
批
判
の
対
象
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と
し
て
、
先
尼
の
名
を
『
弁
道
話
』、『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」「
即
心
是
仏
」
巻
な

ど
で
採
り
上
げ
て
い
る
。
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